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一
般
会
計
　
　
　
　
　
　
　

　
歳
入
総
額
63
億
７
千
百
79
万

８
千
20
円
、
歳
出
総
額
62
億
３

千
４
百
32
万
４
千
９
百
97
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
残
額
が
１
億
３

千
７
百
47
万
３
千
23
円
と
な
り
、

平
成
30
年
度
へ
の
繰
越
明
許
費

繰
越
財
源
分
７
百
19
万
３
千
６

百
円
を
除
い
た
１
億
３
千
27
万

９
千
４
百
23
円
が
実
質
収
支
と

な
り
、
こ
の
う
ち
６
千
５
百
万

円
に
つ
き
ま
し
て
は
翌
年
度
へ

繰
り
越
し
し
、
残
額
の
６
千
５

百
27
万
９
千
４
百
23
円
に
つ
き

ま
し
て
は
財
政
調
整
基
金
に
編

入
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　

　
歳
入
総
額
15
億
８
千
５
百
31

万
６
千
７
百
63
円
、
歳
出
総
額

15
億
７
千
８
百
32
万
７
千
８
百

65
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

が
６
百
98
万
８
千
８
百
98
円
と

な
り
、
平
成
30
年
度
会
計
へ
全

額
繰
り
越
し
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
特
別
会
計
　
　
　

　
保
険
事
業
勘
定
で
、
歳
入
総

額
10
億
２
千
４
百
67
万
１
千
２

百
84
円
、
歳
出
総
額
９
億
９
千

15
万
２
千
３
百
58
円
で
、
歳
入

歳
出
差
引
残
額
が
３
千
４
百
51

万
８
千
９
百
26
円
、
サ
ー
ビ
ス

事
業
勘
定
で
は
、
歳
入
総
額
１

千
百
５
万
４
千
３
百
９
円
、
歳

出
総
額
１
千
93
万
５
千
９
百
25

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
が

11
万
８
千
３
百
84
円
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
平
成
30
年
度
会
計
へ

全
額
繰
り
越
し
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
歳
入
総
額
１
億
１
千
２
百
49

万
６
千
７
百
40
円
、
歳
出
総
額

１
億
１
千
２
百
１
万
４
千
９
百

45
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額

が
48
万
１
千
７
百
95
円
と
な
り
、

平
成
30
年
度
会
計
へ
全
額
繰
り

越
し
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
各
会
計
の

　
　
　
　
　
　
　
決
算
概
要

行
政
報
告

第
71
回
松
前

　
　
さ
く
ら
ま
つ
り
の
結
果

件　　　　　　　名 議決結果 議決月日

高レベル放射性廃棄物の最終処分場の受け入れを拒否する決
議について

原案可決 6月18日

６月18日

平成30年松前町議会

第２回定例会第２回定例会第２回定例会第２回定例会

　
平
成
30
年
松
前
町
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
18
日
に
開
催
さ

れ
、
同
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
は
３
件
の
行
政
報
告
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
度
松
前

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
や
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
な

ど
14
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
債
権
の
放
棄
、
平
成
29
年
度
松
前
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
議
会
だ
よ
り
（
９
月
発

行
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提出された議案
件　　　　　　　名 議決結果 議決月日

平成30年度松前町一般会計補正予算（第１回） 原案可決 6月18日

平成30年度松前町国民健康保険特別会計補正予算（第１回） 原案可決 6月18日

農業委員会委員の任命について［８件］ 同意 6月18日

松前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

原案可決 6月18日

松前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例制定について

原案可決 6月18日

議決の変更について 原案可決 6月18日

契約の締結について 原案可決 6月18日

件　　　　　　　名 議決結果 議決月日

地方財政の充実・強化を求める意見書について 原案可決 6月18日

件　　　　　　　名 議決結果 議決月日

「これからの高校づくりに関する指針」を見直し、機械的な
高校統廃合を行わないことを求める意見書について

原案可決 6月18日

「国の責任による35人以下学級の前進」を求める意見書について 原案可決 6月18日

報告された議案

議　員　発　議

件　　　　　　　名 報告月日

債権の放棄について 6月18日

平成29年度松前町一般会計繰越明許費繰越計算書について 6月18日

■西村健一議員発議（賛成者：全議員）

■総務経済常任委員会委員長発議

■厚生文教常任委員会委員長発議
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水
道
事
業
会
計
　
　
　
　
　

　
収
益
的
収
入
は
、
消
費
税
込

み
で
１
億
９
千
７
百
86
万
８
千

８
百
２
円
、
収
益
的
支
出
は
、

消
費
税
込
み
で
１
億
８
千
４
百

46
万
５
千
９
百
１
円
と
な
り
、

利
益
は
１
千
３
百
40
万
２
千
９

百
１
円
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

資
本
的
収
支
勘
定
等
に
お
け
る

消
費
税
の
支
出
が
４
百
19
万
３

千
２
百
２
円
と
な
る
た
め
、
当

年
度
の
純
利
益
は
、
９
百
20
万

９
千
６
百
99
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
消

費
税
込
み
で
３
千
百
58
万
４
千

４
百
40
円
、
資
本
的
支
出
は
消

費
税
込
み
で
１
億
90
万
５
千
百

48
円
と
な
り
、
差
し
引
き
６
千

９
百
32
万
７
百
８
円
の
不
足
を

生
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
措
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
減
債
積
立
金

百
万
円
、
過
年
度
分
損
益
勘
定

留
保
資
金
５
千
５
百
７
万
６
千

５
百
70
円
、
当
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
１
千
42
万
１
千
４

百
49
円
、
当
年
度
分
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調

整
額
２
百
82
万
２
千
６
百
89
円

で
補
て
ん
し
、
決
算
を
終
了
し

ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計
　
　
　
　
　

　
収
益
的
収
入
は
、
消
費
税
込

み
で
13
億
５
千
７
百
82
万
３
千

11
円
、
収
益
的
支
出
は
、
消
費

税
込
み
で
12
億
５
千
25
万
２
千

19
円
と
な
り
、
利
益
は
、
１
億

７
百
57
万
９
百
92
円
と
な
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
資
本
的
収
支
勘

定
に
お
け
る
消
費
税
の
支
出
が

３
百
60
万
１
千
７
百
27
円
と
な

る
た
め
、
当
年
度
の
純
利
益
は
、

１
億
３
百
96
万
９
千
２
百
65
円

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
本
的
収
入
は
、
消

費
税
込
み
で
３
千
６
百
49
万
６

千
２
百
円
、
資
本
的
支
出
は
、

消
費
税
込
み
で
５
千
７
百
75
万

４
千
６
百
22
円
と
な
り
、
差
し

引
き
２
千
百
25
万
８
千
４
百
22

円
の
不
足
を
生
じ
ま
し
た
が
、

こ
の
措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、

減
債
積
立
金
百
万
円
、
過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
２
千
25

万
８
千
４
百
22
円
で
補
て
ん
し
、

決
算
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
各
会
計
事
務
、

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
議
員

の
皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
衷
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り
は
、

４
月
28
日
か
ら
５
月
13
日
ま
で

の
16
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
桜
に
つ
い
て
は
、
近
年
開
花

が
早
ま
り
、
標
準
木
の
染
井
吉

野
は
平
年
よ
り
５
日
早
い
開
花

と
な
り
、
野
鳥
の
ウ
ソ
の
被
害

も
比
較
的
少
な
く
、
染
井
吉
野

が
並
ぶ
公
園
連
絡
線
通
り
は
、

見
事
な
桜
並
木
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
期
間
中
は
寒
暖
の

差
が
激
し
く
、
雨
や
寒
い
日
が

多
か
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、

大
型
連
休
に
は
早
咲
き
、
中
咲

き
と
見
ご
ろ
を
む
か
え
、
後
半

に
は
遅
咲
き
も
咲
き
始
め
、
見

応
え
の
あ
る
桜
の
リ
レ
ー
咲
き

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
初
日
の
武
者
行
列

で
の
女
武
者
隊
が
目
を
引
き
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
松
前
神
楽
の
公
演
、

恒
例
の
こ
ど
も
の
日
わ
く
わ
く

藩
屋
敷
の
賑
わ
い
や
、
松
前
桜

音
頭
の
30
周
年
を
記
念
し
た
ラ

ジ
オ
公
開
生
放
送
、
踊
り
パ

レ
ー
ド
及
び
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

も
催
さ
れ
、
さ
く
ら
ま
つ
り
に

花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
さ
く
ら
ま
つ
り
期
間

中
の
入
込
数
に
つ
い
て
は
、
14

万
９
千
人
と
前
年
比
で
２
千
３

百
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
前
半
の
３
連
休
の
客

足
が
前
年
比
２
万
１
千
人
の
増

と
な
り
ま
し
た
が
、
中
盤
の
４

連
休
は
雨
や
寒
さ
の
影
響
に
よ

り
、
前
年
比
２
万
４
千
４
百
人

の
減
と
な
り
、
雨
の
た
め
取
り

や
め
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
な

ど
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
状
況

の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　

統
計
上
５
月
３
日
～
５
日
の
連

休
の
天
候
で
入
込
み
が
上
下
す

る
傾
向
に
あ
り
、
本
年
は
前
半

の
貯
金
が
大
幅
な
入
込
数
の
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
た
格
好
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
訪
日

外
国
人
観
光
客
の
増
加
は
顕
著

で
あ
り
、
専
用
の
貸
切
バ
ス
や

路
線
バ
ス
で
の
来
町
が
多
く
、

前
年
の
倍
以
上
の
外
国
人
旅
行

者
の
方
が
松
前
公
園
に
来
場
し

た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
中
国
圏

第
71
回
松
前

　
　
さ
く
ら
ま
つ
り
の
結
果

多くの観光客で賑わう松前公園

区分 種類 平成30年開花日 平成29年開花日 平年開花日

早咲き
染井吉野 4月25日 4月23日 4月30日

南　殿 4月26日 4月24日 5月 1日

中咲き 雨　宿 4月30日 4月28日 5月 3日

遅咲き 関　山 5月 7日 5月 6日 5月11日

区　　　　 分 平成30年 平成29年 比　　較

期 間 総 入 込 数 149,000人 151,300人 －2,300人（－1.5％）

桜の開花状況

公園入込み状況
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の
旅
行
者
が
圧
倒
的
に
多
い
状

況
で
す
が
、
欧
米
圏
も
増
加
し

て
い
る
実
感
が
あ
り
、
春
の
松

前
及
び
松
前
の
桜
が
国
際
的
に

も
徐
々
に
認
知
さ
れ
て
き
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
に
、
第
71
回
松
前
さ
く

ら
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た
り
、

関
係
者
を
は
じ
め
地
域
の
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
心
か
ら
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
６

月
５
日
公
立
高
等
学
校
配
置
計

画
案（
平
成
31
年
度
～
33
年
度
）

を
公
表
し
ま
し
た
。

　
計
画
案
で
は
、
北
海
道
松
前

高
等
学
校
は
、
平
成
31
年
度
か

ら
地
域
連
携
特
例
校
（
旧
指
針

に
お
け
る
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス

校
）
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
渡
島
・
檜
山
管
内
で
は
、
南

茅
部
高
校
、
福
島
商
業
高
校
、

長
万
部
高
校
、
上
ノ
国
高
校
が
、

す
で
に
地
域
連
携
特
例
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
連
携
特
例
校
は
、
広

域
分
散
型
の
北
海
道
に
お
い

て
、
人
口
減
少
が
急
激
に
進
む

中
、
地
域
の
教
育
機
能
の
維
持

向
上
の
観
点
や
高
校
が
地
域
で

果
た
し
て
い
る
役
割
等
を
踏
ま

え
、
第
１
学
年
１
学
級
の
高
校

の
う
ち
、
地
理
的
状
況
等
か
ら

再
編
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
地

元
か
ら
の
進
学
率
が
高
い
高
校

は
、
地
域
連
携
特
例
校
に
位
置

付
け
し
、地
域
連
携
協
力
校（
旧

指
針
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
校
）

等
と
の
連
携
し
た
教
育
活
動
な

ど
に
よ
り
、
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
も
の
で
す
。
協
力
校
に

は
、
函
館
西
高
校
と
函
館
稜
北

高
校
の
統
合
校
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
松
前
高
校
は
、
今
後
、
教
員

定
数
を
維
持
し
た
ま
ま
、
協
力

校
と
特
定
の
科
目
に
つ
い
て
遠

隔
授
業
を
行
い
、
少
人
数
で

あ
っ
て
も
他
校
と
の
積
極
的
な

交
流
を
通
じ
て
生
徒
が
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

で
き
る
教
育
活
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
授
業
以
外
で
も
生
徒

間
の
交
流
、
合
同
の
学
校
行
事
、

合
同
の
部
活
動
、
教
員
間
の
交

流
・
研
修
等
も
連
携
し
た
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
第

１
学
年
３
学
級
以
下
の
高
校
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
再
編

整
備
の
対
象
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
松
前
高
校
は
、
松

前
町
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
で
す
。

　
当
町
と
し
ま

し
て
は
、
松
前

高
校
が
地
域
連

携
特
例
校
と
し

て
維
持
、
存
続

さ
れ
る
よ
う
地

元
進
学
率
を
高

め
る
た
め
、
引

き
続
き
生
徒
の

希
望
の
進
路
実

現
の
た
め
の
補

助
を
継
続
す
る

ほ
か
、
小
・
中

学
校
と
の
連
携

を
は
じ
め
、
町

民
並
び
に
保
護

者
と
協
働
し
、

魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
議
員
の
皆
様
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
く
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
２
億
８
千
７
百
59
万
７
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
55

億
１
千
３
百
19
万
７
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、
公
共

用
地
購
入
費
、
松
前
町
水
産
加

工
振
興
協
議
会
補
助
金
、
松
前

製
氷
冷
蔵
庫
整
備
事
業
補
助
金
、

温
泉
休
養
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー

等
改
修
工
事
、
町
営
住
宅
建
設

工
事
、
町
営
住
宅
整
備
長
寿
命

化
改
善
工
事
な
ど
で
す
。

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
百
40
万
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
13
億
１
千
４
百
40
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
退
職
被
保

険
者
等
高
額
療
養
費
で
す
。

松
前
高
校
の
地
域
連
携
特
例

校
化
に
つ
い
て

補
正
予
算

平
成
30
年
度

予
算
総
額

55
億
１
千
３
百
19
万
７
千
円
に

一
般
会
計
（
第
１
回
）

予
算
総
額

13
億
１
千
４
百
40
万
円
に

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
１
回
）

北海道松前高等学校
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町
の
仕
事
に
対
す
る
率
直

な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
募
集

す
る
た
め
、
役
場
・
総
合
セ

ン
タ
ー
・
各
支
所
の
５
カ
所

に
町
政
意
見
箱
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
ご
意

見
や
ご
提
案
に
は
、
直
接
町

長
が
目
を
通
し
、
町
政
運
営

に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　
ご
記
名
に
よ
る
ご
意
見
や

ご
提
案
に
は
、
町
長
自
ら
連

絡
を
取
り
、
そ
の
内
容
や
対

処
方
法
な
ど
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。

　
５
月
中
に
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

ご
意
見
①

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
の
職
員

は
、
挨
拶
が
で
き
て
い
な
い
。

➡
今
回
の
ご
指
摘
は
、
役
場

職
員
全
体
の
問
題
と
捉
え
、

挨
拶
な
ど
の
社
会
常
識
を
わ

き
ま
え
、
住
民
に
好
印
象
を

与
え
る
言
葉
遣
い
や
態
度
で

接
す
る
よ
う
、
接
遇
研
修
を

よ
り
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
②

児
童
遊
園
（
認
定
こ
ど
も
園

隣
り
）
の
管
理
（
ゴ
ミ
処
理
・

草
刈
り
）
が
不
十
分
で
あ
る
。

➡
ゴ
ミ
拾
い
は
１
週
間
に
一

度
、
草
刈
り
は
状
態
を
確
認

し
た
都
度
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
よ
り
一
層
見
回
り
を

強
化
し
、
利
用
者
の
安
全
を

確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

条
例
の
改
正

　「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立

性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
公
布

に
よ
り
、
就
学
前
の
子
ど
も
に

関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合

的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
引
用

条
項
に
ず
れ
が
生
じ
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

　「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
」
が
公
布
さ
れ
、
放
課
後
児

童
支
援
員
の
基
礎
資
格
に
つ
い

て
、
教
諭
資
格
の
規
定
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
高
校
を
卒

業
し
て
い
な
い
者
も
、
放
課
後

児
童
支
援
員
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
要
件
を
拡
大
す
る

改
正
が
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

そ
の
他

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が

平
成
30
年
6
月
30
日
で
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
次
の
者
を
農

業
委
員
会
委
員
に
任
命
し
た
い

旨
、
議
会
の
同
意
を
求
め
、
採

決
の
結
果
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
逢
見
　
　
一
（
65
歳
・
上
川
）

▽
堀
川
　
一
寿
（
38
歳
・
茂
草
）

▽
石
山
　
幸
子
（
57
歳
・
江
良
）

▽
石
井
　
一
雄
（
71
歳
・
二
越
）

▽
池
戸
　
満
一
（
70
歳
・
上
川
）

▽
小
川
　
陽
一
（
74
歳
・
大
沢
）

▽
堀
川
　
弘
毅
（
62
歳
・
赤
神
）

▽
鳥
山
美
枝
子
（
56
歳
・
大
磯
）

議
決
の
変
更

　
平
成
28
年
５
月
30
日
に
議
決

さ
れ
た
松
前
町
辺
地
総
合
整
備

計
画
（
小
島
辺
地
）
の
公
共
的

総
合
整
備
計
画
に
、
肉
牛
改
良

セ
ン
タ
ー
事
業
を
追
加
し
ま
し

た
。契

約
の
締
結

　
次
の
工
事
の
契
約
締
結
に
つ

い
て
、
議
会
で
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

▽
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

債
権
の
放
棄

　
債
務
者
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
、

町
営
住
宅
家
賃
、
学
校
給
食
費
、

水
道
料
金
、
休
栓
料
金
及
び
病

院
診
療
費
、
計
17
件
の
債
権
を

放
棄
し
ま
し
た
。

　
町
営
住
宅
建
設
事
業
と
松
前

城
資
料
館
屋
根
災
害
復
旧
事
業

を
翌
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正
な
ど

松
前
町
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

松
前
町
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

報
　
　
告

平
成
29
年
度
松
前
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

町
政
へ
の
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す

町
政
へ
の
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す


